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結び行政皆さ地域 曾

曾 9

曾 10

青井沢上組

青井沢下組
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苛

人一老
一
矢

?と吉区一L平
成
何
年
度
の
矢
口
行
政
区
の
区
長
と

各
種
団
体
の
代
表
の
方
々
が
決
ま
り
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
区
長
会
長
に
鈴
木
栄
さ
ん
(
中
)

副
会
長
に
小
針
一
二
さ
ん
(
北
須
釜
)

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
に
は
小
林
隆
次

さ
ん
(
竜
崎
)
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

会
後
一
年
間
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
行
政

を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
な
ら
れ
る
方
匂

に
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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美知男井石区長主十区長
善木鈴区長健原ロ同区長
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自

愛
す
る
玉
川
村
の
た
め
に
汗
を
1

無
投
票
で

5
期
自
の
当
選
を
果
た
し
た
車
田

次
夫
村
長
(
侃
歳
)
は
、

4
月
初
日
(
水
)
午
前

8
時
列
分
に
斐
持
者
の
方
々
に
見
送
ら
れ
て
初

登
庁
し
ま
し
た
。

役
場
で
は
大
勢
の
職
員
に
拍
手
で
迎
え
ら

れ
、
女
性
職
員
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

す ポ す れ か 付指
ま o 1 0 、ら体さ導 4
た ツ任村男育れ委月

振 期 整 女 指 ま 員 15
委 興は円主導し 22日
員 な 2 委 γ委た名
長 ど年員三;員。へ村
に に開会、、は のの
曲 活 で が 夕 、 委新
山 躍、委つ各嘱し
文 さ村嘱選行 状い
)参 れの し 任 政 が体
さ まスまさ区 交青

がさん
そん、
れ(副
ぞ悲呆一宮王 宝えご

れ 22員
i設 さ 長
日1 、に
さ森は
れ永関
まさ十艮
しんエ
たネ
。口子

平成15:if5月広報たまかわ

蒜川

タタ各
委

高生辺員
は
次

石飯小小関添石出関吉の
と

根 木 楽 沢 林 野 森 村針針根回津山根回お
り
で
す

子彦子之

中

北 南

タ須タ須タ タ法タ

釜釜崎

土
口

四山
ノ辻 .1、 bノ新ゲ γ ノ

田

桝1i拝石石有森 関 鈴 相 塩 小

文義仁文正敬

校井森森賀

エ正和理光正
ネ

雄美永 子 浩 枝 i専子則子明

秀明

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
就
任
式
で
は
、
角
田
助
役
よ
り

洋子

画鼠緑陰胡屈強弓
平鴎~~~届からサラリーマンω
薗語初窓口白温1ÞJ~剖に想ゆ~~'定

A 
-自本の毘環保険制度は、病気やケガをしたとき、国民の誰も
が毘療機関に保険証を提示して、罷療費の一部を負担するだけ
で医療を受けることができる国民皆保険制度をとっています0

・急速な高齢化の進展に伴って老人医療費を中心に医療費が増大す
る一方、経済の低迷により保険料収入は伸び悩んでいます。

毘療費は、平成2年には20.6兆円(うち老人霊療費5.9兆円)だっ
たものが、平成12年には30.4兆円(うち老人法療費11之兆円)と急

増しています。
戸川酬…協同崎町旬、

( 過去10年の ¥ 

札平均伸び率 ぷ

今、お巴医額保険制度改革在

行わ巧{ゴれld1d5思いのとじょうか?Q 6月は梅雨の季節。畏雨や大雨で降水量が

非常に多くなります。これに伴って地盤がゆ

るみ、地すべりやがけ崩れなどの土砂災害が

発生しやすくなります。

自分の家の近くに高いがけがある場合は、

日ごろから家の飽むを点検しておき、がけか

ら芭がする、小石が落ちてくる、がけに亀裂

が入っている、などのがけ崩れの兆候が現れ

たら十分注意し、阜めの非難者/[:，¥がけましょ

っ。
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歓
迎
の
一一
一
一
日
葉
が
述
べ
ら
れ
、
続
い

て
、
車
田
村
長
が
職
員
を
前
に
、

「
村
氏
の
声
を
受
け
止
め
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
村
政
に

ま
い
進
し
た
い
」
、
「
清
潔
、
公
平
、

対
話
を
重
視
し
、
愛
す
る
玉
川
村

の
発
展
の
た
め
に
汗
を
流
し
て
行

き
た
い
」
な
ど
と

5
期
日
の
決
意

を
語
り
ま
し
た
。

式
で
は
こ
の
あ
と
、
西
川
議
会

議
長
が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。車

田
村
長
の
任
期
は
、

日
か
ら
の

4
年
間
で
す
。

4 
月
30 

4.0% 
6.6% 
1.3% 

このため、各医療保険制度の財政は

非常に厳しい状況にあります。

-このような状況の中で、自民生活の安
心の塞盤で、ある医療保険を将来にわた

り守っていくためには、今、改革を実施
することが必要となっています口

ロ療費(全体)
老人医療費
GDP 

制東京玉川会総会を

開催します

下記により東京玉川会総会を開催します。

平成15年6月158C日)正午より

文京区大塚 苔渓会舘

会員の方には近日中に通知いたします。

時

場

-8 
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平成15年5月

団
長
感
謝
状

退
職
分
団
長

川

辺

蒜

生
小

高中

山
石
法
寺

竜

崎

南

須

釜

北

須

釜
吉

山

小

屋

四
辻
新
田

広報たまかわ

高

溝石矢鈴草大大仁深草小鈴
井

井森吹木野野野田谷野針木田根

直政式ー房政正忠悦好利良昭潤弘吉直克久福

一
般
協
力
者
(
防
火
水
槽
用
地
)

北

須

議

矢

吹

春

雄

関

イ〉中

須石佐草月小佐小有大塩
久

田森藤野谷林間針賀竹田

ー邦

一三七正幸幸吉意美美美男夫春
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玉
川
村
消
防
団
(
関
根
秀
勝
団

長
)
恒
例
の
平
成
日
年
度
春
季
検

関
式
が

5
月
4
日
(
日
)
泉
中
学
校

校
庭
に
お
い
て
、
団
員
、
婦
人
消

防
隊
員
、
関
係
者
ら
約
3
0
0
人

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

統
監
(
車
田
村
長
)
に
よ
る
観
関
、

通
常
点
検
で
は
各
団
員
と
も
整
然

と
し
た
隊
列
を
編
成
し
て
点
検
に

臨
み
ま
し
た
。

そ
の
後
の
中
村
池
に
移
動
し
て

放
水
を
実
施
し
た
機
械
器
具
点

検
、
威
風
堂
々
の
分
列
行
進
な
ど
、

団
員
ら
は
士
気
の
高
さ
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

fラ首六

川辺分匝畏

矢吹

一徳春幸也晃男博徳夫敬

蒜生分団長

柳沼 手目夫申，a1
，
 

ごム
r口中谷

中分団長

小針

検
閲
式
で
は
、
火
災
予
防
に
尽

く
さ
れ
た
家
庭
に
団
長
表
彰
、
ま

た
退
職
さ
れ
た
分
団
長
、
及
び
防

火
水
槽
用
地
と
し
て
協
力
い
た
だ

い
た
方
に
そ
れ
ぞ
れ
団
長
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

団
長
表
彰

防
火
優
良
家
庭

川

辺

矢

大

蒜

生

真

豊

岩法寺分団長

佐久間義

竜崎分団長

橋本幸

南須釜分団長

鈴木博

弓竹部

重

ー武之

保
fヲ

北須釜分団長

鈴木孝2仕隆

吉分団長

矢欧広

山小屋分団長

滝口 政五世宏、

四辻分団長

塩田
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香の全国交通安全運動を前に、各学枝、幼稚園で交通

安全教室が行われました。村の交通教首専門員が横断歩

道の渡り方や信号機の見分け方、道路の歩き方などを指

導しました。
実際に横断歩道を渡った冨児達は、皆真剣な表惜で左

右の安全を確かめていました。

交通事故に遭わないよ J 行

各学校、幼稚園で交通安全教室

平成15年5月

2
0
0
3
う
つ
く
じ
ま
ふ
く
し
ま
空
港

~

わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

.ト ピさry;f}Jス.
IN 

[s fJ f})Dむ

広報たまかわ

れ
、
大
き
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま

し
た
。続

い
て
、
お
待
ち
か
ね
の
ウ
ル

ト
ラ
マ
ン
が
登
場
す
る
と
、
一
緒

に
記
念
撮
影
を
し
よ
う
と
親
子
の

長
い
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
口

他
に
も
飲
食
コ
ー
ナ
ー
や
地
元

特
産
品
な
ど
が
並
べ
ら
れ
た
青
空

市
な
ど
終
日
賑
わ
い
を
み
せ
て
い

ま
し
た
。

当
日
は
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う
な

好
天
に
恵
ま
れ
、
朝
か
ら
多
く
の

家
族
連
れ
な
ど
が
、
会
場
と
な
っ

た
福
島
空
港
公
園
を
訪
れ
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
司
会

も
務
め
た
菊
池
章
夫
さ
ん
が
、
福

島
空
港
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
を
発

表
し、
続
い
て
恒
例
と
な
っ
た
マ

ッ
ク
ス
の
エ

ア
ロ
ビ
シ
ョ

l
、琉

球
園
祭
り
太
鼓
な
ど
が
披
露
さ

穏やかな吾の一日、須釜小学校では1年生を迎える会

として、空港公固までの遠足を楽しみました。当日は朝

から沼夫に恵まれ、入掌したばかりの1年生を上級生が

囲み、励ましながら歩いていました。

ちょうど満聞を迎えた桃の花の下に、笑顔と笑い声の

長い長い列が続いていました。

須釜小学校で

1年生を迎える会

設
立

ω周
年
と
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
開
通
を
記
怠
し
て

玉
川
村
桜
愛
沼
会
が
記
念
趨
樹

交
通
安
全
を
願
い

横
断
旗
を
寄
付

本
村
南
須
釜
出
身
の
新
問
販

売
会
社
社
長
宗
形
浩
さ
ん

(
郡
山
市
)
は
、
子
ど
も
達
の
交

通
安
全
を
願
っ
て
、
新
入
学
児

童

・
園
児
の
交
通
事
故
防
止
運

動
な
ど
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、

村
教
育
委
員
会
に
横
断
旗
1
0

0
本
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

贈
ら
れ
た
横
断
旗
は
、
早
速

各
学
校
等
に
届
け
ら
れ
、
交
通

安
全
の
た
め
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

玉
川
村
桜
愛
好
会
(
吉
村
幸
雄
会
長
)
は
、
同
会
の
設

立
初
周
年
と
あ
ぶ
く
ま
高
原
自
動
車
道
の
村
内
開
通
を
記

念
し
て
福
島
空
港
I
C
近
く
に
桜
の
苗
木
日
本
を
植
樹
し

ま
し
た
。

玉
川
村
桜
愛
好
会
は
昭
和
幻
年
に
発
足
し
、
現
在
の
会

員
は
お
人
口
村
を
「
桜
の
名
所
」
に
し
よ
う
と
村
の
花
で

も
あ
る
山
桜
の
保
存
に
カ
を
い
れ
て
お
り
、
所
有
者
や
業

者
に
協
力
を
呼
び
か
け
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た

そ
の

一
方
で
毎
年
村
内
各
地
に
苗
木
を
植
樹
し
て
お
り、

そ
の
数
は
現
在
ま
で
に
約
2
千
本
に
も
上
り
ま
す
。

今
回
は
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
I
C
近
く
の
県
道
の
法
雨

に
セ
ン
ダ
イ
ベ
ニ
シ
ダ
レ
の
苗
木
を
植
樹
し
、
福
島
空
港
ゃ

あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
の
利
用
者
に
「
桜
の
里
」
を
ア
ピ

l

ル
し
ま
す
。

記
念
植
樹
に

は
愛
好
会
会

員
を
始
め
、

車
田
村
長
、

あ
ぶ
く
ま
高

原
自
動
車
道

建
設
事
務
所

の
佐
藤
所
長

ら
関
係
者
が

出
席
し
、
全

員
で
一
本
一

本
丁
寧
に
士

を
か
け
ま
し

た
。

玉川拳士!大健闘
県空手道選手権大会

いわき市において開催された、第8回福島県極真空手道選

手権大会において、玉川道場から出場した塩沢拓也君(南須

釜・須釜IJ¥)が小学校3掌年の部で3位、佐久間拓巴君(中

帝京安積高)が高校男予軽量級の部で優勝、野崎充君()11辺
日大)が高校男吾重量級の部で優勝という輝かしい成績を収

めました。この大会は幼年部から壮年部までの16クラスに

分かれて、学生は3月現在の学年で争われ、県内各地はもと

より、県外からも多くの選手が出場しました。

平成15年5月広報たまかわ

.砂
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圏直司の健康とよみ

震夕、ランド

11月25自までの期間の毎週火曜日

※5j27、8ハ2を除く(雨天荒天中止)

午後6時"'9時までの3時間開放

(終315分前に黄色の安全灯が回転します)

王川村民・村内企業に郵務する万

巴

間

1 .賠

2.時

保

すくすくクラブ・・・・・・・・・・・・・・・・・保

午前108寺~

新米パパの育児教室

午後6時~

璽ら月

28日(水)

璽6問

5B(木)

現在、石川警察署管内では交通事故が多発しています。

昨年の同期に比べ発生件数、傷者数とも大幅に増加して

います。このような厳しい情勢の中、玉川村においても

死亡事故が発生してしまいました。

悲惨な交通事故を防止するため、車を運話する捺には、

シートベルトを着用する、遵踏仁合った安全な速震で走

る、相手の車や歩行者に注意するなどの塁本的なルール

をしっかり守り、安全運転に努めましょう。

この度のたばこ税関係法令の改正により、平成15年

7月 18から、留のたばこ税、果たばこ税及び市町村た

ばこ税の税率が引き上げられることとなりました。

づきましては、たばご税手持田課税説明会在下記によ

り開催いたします。

総務省からのお知らせ

電線利用保護旬開

村公民館(岱57-4632)

3.対象者

関問い合わせ先
6日(金)

6問1B--1 0日の行政槽談所開設のお知らせ第5囲

福覇空港3iJII

{呆

クリーンな電波環境がIT社会を支えます

~電波はみんなのものだから、

jレールを守って正しく使いましょう~

電j皮の混信・妨害についてのお問い合わせは

〒980-8795
仙台市蕎葉区本町3-2-23
総務省 東北総合通信愚監視諜

岱 022-221-0641
URL http;jjwww.ttb.Qo.jpjlくa門shij

交通事故多発

5月19日"'25己までの一週間は「吾の行政相談週間j

です。村では、下記のとおり行政相談所を開設いたしま

す。

行政棺談委員が留の仕事を始め、 NTτなどの特殊法

人等の仕事についての苦情や憲男・要望を受け付け、皆

さんと関係行政機関等との間に立って、その解決を促進

するよう相談に応じますので、お気軽に相談されますよ

うお知らせいたします。

日時場所平成15年5月21己(水)

午前9: 00'" 11 : 30 役場北庁告会議室

午後 1:30'" 4:00 須釜公民館講義軍

真野自義正岱57-3001

康マラソン大金

今年第5自由となる福富空港玉川健康マラソン大会が下記

期日に開催されます。

多数の参加をお待ちしております。

申込み方法等は後日お知らせします。

属議開催期日 平成15年9月28日(巴)
騒問い合わせ先村公民館(岱57-4632)

1才6ヶ月児健診 ・・・・・・・・・・・・・・・保

午後1時~

9~10ヶ月見健診・...... • 

午後 1時30分~

17己(火) 3~4ヶ月兜健診

午後 1時30分~

23巴(月)予育て何でも椙談自・

午前10時~午後ヰ時

機能書11練・

午前10時~

保:保健センター 公:公立岩瀬病院

公

-・保

笠
木25日(水)

椙談委員

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

原く榔礼Eflしi二げます。(村社会福祉協議会)

• /11 辺の三瓶勝永さんから 晶南須釜の小原明/!f:fさんから
申 。 の FJf今一彦さんから 唖北須釜の鈴木安夫さんから
e蒜 生 の 奨 弓 誠 さ ん か ら @ 少 の瀬谷喜ムさんから

暑中の小林友i1Tさんから 串山小屋のぞ{森i7:巳さんから
嘩岩法寺の村越正Fローさんから 唖 ク の石森昌興きんから

@南須釜の瀧口政義さんから

たばこ税の手持晶課税
説閉会のお知らせ

記

平成lS:a=6月10日午後1時から

須員川市産業会館(須翼川市牡丹園前)

たばこ販売業者

須翼川税務署

福阜県・岩瀬石川郡管内町村

日 時

場所

対象者

主催者

由民年金Q&A

Q 国民年金保険料の綿{す醤が社会保験庁から送

られてきましたが、支払いが国難なため免際申請

を考えています。どこに申議すればいいのですか。

A 平成14年度から、国民年金保検料の綿付案

内警は社会保験庁が発行したものが送付されます。

お問い合わせの保験料免除の申詰先ですが、住

所地の市町村役場となiつます。申詰の際は、年金

手帳と印鑑を準備ください。

免除司請すると審査の基準値から社会保険事務

所において、「全額免捨j力、「半額免除j、または

「非該当Jのいずれかの決定がされ通知されます。

「半額免除jの場合はさらに残り半額分の保険料の

納付蓄が送付されます。

f半額免際jとなった場合{こ、半額保験料を納

めないでいると、その賠聞は未納期間となってし

まいます。そうすると将来の年金の受給要件や年

金額(ご全く結びつかなくなりますので、きちんと

納めるようにしてください。

なお、学生の場合は「学生純{す特例制度jとい

う後払いの制度があります。

詳しくは、市町村の年金係か社会保険事務所ま

でお尋ねください。

(お誕生おめでとうございます1
(4月間出分)

保護書名

功

竹史

仁

i専
康弘

#:[S 

(4月題出分)

地区名 死亡者氏名 世帯主名
Jll辺 三瓶タネイ勝永

丹内マツ武
生虞弓忠清 誠

中 小林砂朋
岩法寺 村越ヨシノ 正臣
南須譲 瀧口好春政義
北須釜 鈴木八重子安夫

瀬谷喜代次喜一
山小屋 石森正男昌興

高橋修修
広報への掲載を希望されない場合は、窓口への届け

出の際にお申し出ください。

と人

名氏
最
円
以
史

日
b

i
s
j
 

生

旗

吹

藤

村

野

森

出

白

矢

安

ヵ
香
ふ
ω

;先

地区名

JI[ 辺

蒜生

竜 111奇

甫須釜

北須釜

四辻新田

3，751人(-10) 

7，547人(-16)

1，834戸(-l)

3，796人(-6)

今
月
の
納
税

村のようす
(15:tJ:5月 1日現在)

固

定

議

産

税

軽

自

動

車

税

伊東

1
期
ハ
刀

〈
吏
期
分

{
納
期
限
は

5
月
m
B
(月
)
で
す
。

忘
れ
ず
仁
締
め
ま
し
ょ
う

轟

回

計

四

轟

va

八
郎
が
泣
い
て
別
れ
た
古
里
の
一
木
杉
は
未
だ
若
か
り
し

金十

$!f.. 
_"、

里

も
の
の
芽
や
息
吹
き
て
今
日
の
祝
い
膳

花
愁
一
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集
l

l

村
公
民
館

さ
る
な
し
俳
句
会
四
月
句
会
詠
草

平
仮
名
の
へ
の
字
ど
な
り
ね
浮
か
れ
描

陽
の
の
ぼ
り
待
た
ず
に
飛
ぶ
や
璃
ら
の
声
は
目
覚
め
し
ヰ
に
響
き
来吉

田
ハ
ツ
子

匂
ぬ
の
湧
き
立
つ
今
朝
や
笹
子
鳴
く

乗
る
客
の
た
っ
た
一
人
の
花
の
駅

読
む
叩
」
ど
は
、
容
易
な
れ
ピ
も
歌
を
一
誠
む
-
」
ピ
難
L
く
遅
れ
が
ち
な
り吉

田

1)、
代

撲
を
持
つ
子
等
の
背
を
押
す
春
の
風

桂
浸
す
日
を
吉
日
ピ
農
日
誌

着
膨
れ
て
矩
娃
に
い
る
も
一
興
ピ
思
い
直
し
て
友
ピ
も
笑
う

真
弓

は
ん

竹
の
子
を
湯
が
く
手
先
の
色
冴
ゆ
る

抑
ぎ
み
る
般
若
の
額
に
日
は
一
味
一
つ
歌
に
励
め
る
記
を
照
ら
す

溝
井
は
な
よ

10 
空き缶やゴミの担げ措てはやめましょう

イニ
由
記

春
患

真
知華

美
枝

仁
美
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長男iてミ払

母子保健②]

令用は、妊娠、出産時の不安や悩みは解消できているの

かどうかということについてです。 5年前のアンケート調

査でも同様の質問をしているので、その結果と比較してみ

たいと患います。

[シリーズ

?IL 

極真館玉川道場

-代 表(分支部長)熊田富一

・連絡先事務局.i曽吾岱(0248)76-8427 

・練習日時月・木曜臼 午後78寺"-'8時30分

・練習場所 ボートピア玉川体育館

三善霊長まあまあ
解消できた70 

60 

50 

40 

30 

20 

10 

0 

左は今回、石は5年前
玉川村で唯一の空手道場「玉川村空手愛沼会jが、このほ

ど「極真空手道連盟極真舘福島支部玉川分麦部jとして正式

に発足しました。

当初は3人でスタートした道場でしたが、現在では40人
にまで増え、年齢層も下は幼稚園児から上は50代の方まで

と様々 です。

玉川道場の歴史は3年半とまだ浅いですが黒帯(育段者)

も3人となり、また地方大会はもとより全国大会に出場す

る選手も育ってきています。

練習内容は、塁本・移動稽古、製-組手や，、筋力を高めるた

めに腕立て伏せなどの補強運動にも力を入れています。ま

た年齢や個人のレベルに合わせた練習在lりがけています。

空手に興昧をお持ちの方は、練習場まで足を運んでみて

はいかがでしょうか。

前邑の調査と比較して変化がみられたのは「不安やJI)配

はあまりなかったJと答えた人の割合が10%近く増加し

たことと、「不安やJl)配があまり解消できなかったjと答

えた人の割合が半減したことです。このことから、妊婦さ

んの多くが何らかの方法で問題の解決ができており、また

その力を十分に持つことができているということがわかり

ました。しかし、一方ではまだ不安を抱えたまま出産に臨

んでいる妊婦さんもいるということで、妊婦さんの不安や

悩みが少しでも解消できるよう、教室や相談窓口を霊に充

実させていく必要があります。保健センターでは、窓口や

電話による相談を随時受け付けていますのでお気軽にご利

用ください。

次回は、出産後の青児の悩みについてお伝えします。

同
級
会
の
時
、
正
夫
君
に
東
京
玉

川
会
に
入
会
し
な
い
か
と
誘
わ
れ
ま

し
た
が
、
一
人
で
は
と
踏
み
切
れ
ず

い
ま
し
た
が
、
昨
年
思
い
切
っ
て
入

会
し
、
東
京
玉
川
会
の
皆
様
、
そ
し

て
思
い
も
か
け
な
い
方
々
に
お
逢
い

し
、
心
温
ま
る
な
ご
や
か
な
と
っ
て

も
楽
し
い
一
日
で
し
た
。
地
方
か
ら

の
新
鮮
な
野
菜
を
沢
山
頂
き
、
役
員

の
皆
様
の
お
骨
折
り
、
ご
苦
労
に
対

し
有
り
難
く
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

毎
月
送
ら
れ
て
来
る

「
広
報
た
ま

か
わ
」
を
楽
し
み
に
拝
見
し
、
ふ
る

さ
と
が
手
に
取
る
よ
う
に
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

帰
省
の
時
、
矢
吹
イ
ン
タ
ー
で
降

り
て
川
辺
に
行
く
の
で
す
が
、
あ
ま

り
に
も
整
備
さ
れ
た
道
路
に
た
だ
驚

き
、
貧
し
か
っ
た
我
が
農
村
も
今
や

東
京
精
工
な
ど
の
会
社
も
出
来
、
ほ

と
ん
ど
の
方
が
会
社
勤
め
と
な
り
、

ま
た
ど
こ
の
家
も
す
ば
ら
し
く
建
て

替
え
ら
れ
、
そ
し
て
機
械
化
、

車
生

t
仏

マ
*
q・が右際の

一
寸
J旅港香

活
と
日
を
見
張
る
よ
う
な
発
展
を
し

て
行
く
ふ
る
さ
と
、
本
当
に
う
れ
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

mw
月
に
は
特

別
養
護
老
人
ホ
l
ム
が
完
成
す
る
と

の
こ
と
。
働
く
こ
と
だ
け
で

一
生
を

終
え
て
し
ま
っ
た
母
を
、
入
所
さ
せ

て
や
り
た
か
っ
た
と
心
残
り
で
す
。

今
、
私
は
東
京
都
江
東
区
に
在
住

し
て
お
り
ま
す
。
東
西
線
、
総
武
線
、

都
営
新
宿
線
、
そ
し
て
3
月
に
開
通

し
た
ば
か
り
の
半
蔵
門
線
と
、
ど
こ

に
出
る
に
も
交
通
の
使
が
良
い
所
で

す
。
娘
逮
も
独
立
し
、
こ
れ
か
ら
は

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
見
て
歩
こ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
は
昔
を
思
い

出
し
、

屋
上
で
園
芸
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
春
に
は
フ
キ
ノ
ト
ウ
、
ミ
ョ

ウ
ガ
、
シ
ソ
も
小
さ
く
沢
山
出
て
お

り
ま
す
。

玉
川
村
の
皆
様
、
東
京
玉
川
会
の

皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し
、
ま
た

皆
様
方
に
お
会
い
出
来
る
日
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。
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